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11
月
16
日
、尾
道
国
際
ホ
テ
ル
に
て
11
月

例
会
行
事
「
感
情
」
を
明
日
の
活
力
へ
！
〜

P
o
s
i
t
i
v
e 

H
e
a
r
t
〜
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　（
一社
）日
本
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会 

梶
田

多
恵
子
先
生
を
お
招
き
し
、自
ら
の
怒
り
の
感
情

を
ど
の
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、上
手
く
付
き
合
っ

て
い
く
か
を
考
え
、こ
れ
か
ら
の
人
間
関
係
構
築
の

役
に
立
つ
学
び
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
講
演
に
加
え
、ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
で
の
委
員
会
内

で
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
も
非
常
に
盛
り
上
が
り
、難

し
い
イ
メ
ー
ジ
の
あ
っ
た
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
出
来

た
か
と
思
い
ま
す
。

　
11
月
例
会
で
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
協
会
か
ら
梶
田
先
生

を
招
い
て
講
演
を
し
て
頂
き
、

「
こ
こ
ろ
」と
い
う
理
事
長
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
教
育
事
業
を

計
画
し
て
き
た一年
の
集
大
成

と
な
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
の
感
想
か
ら
子
ど

も
や
身
の
回
り
に
い

る
人
、職
場
の
方
た

ち
と
の
接
し
方
を
考

え
る
う
え
で
参
考
に

な
っ
た
、も
っ
と
深
く

学
び
た
か
っ
た
と
い

う
声
を
た
く
さ
ん
頂

く
こ
と
が
で
き
、本
当
に

有
難
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
私
に
と
っ
て
は
最
後
の

担
当
例
会
と
な
り
ま
し

た
が
、こ
の
日
を
迎
え
る

た
め
に
労
を
惜
し
ま
ず

ご
尽
力
下
さ
っ
た
理
事

長
、副
理
事
長
、委
員
会

メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
Ｊ
Ｃ

メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
は
言

い
尽
く
せ
ぬ
感
謝
の
気

持
ち
で一杯
で
す
。

　
ご
指
導
、ご
協
力
下

さ
っ
た
皆
様
、本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
記
事
：
地
域
の
希
望
育
成
委
員
会 

委
員
長
　
川
原 

奨
二
）

　
11
月
17
日
、尾
道
国
際
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
11
月
例

会
時
に
お
い
て
、2
0
1
7
年
度
新
入
会
員
バッ
ジ
授
与
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。新
入
会
員
8
名
の
皆
さ
ん
が
正
式

に
尾
道
青
年
会
議
所
の一員
と
し
て
、Ｊ
Ｃ
バッ
ジ
と
ネ
ー
ム

プ
レ
ー
ト
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
太
田
理
事
長
か
ら
新
入
会
員
一
人
ひ
と
り
に
バ
ッ
ジ
と

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
バッ
ジ
授
与
の
後
行
わ
れ
ま
し
た
小
西
琢
真
君
の
代
表
挨

拶
か
ら
は
、緊
張
の
面
持
ち
な
が
ら
も
、こ
れ
か
ら
迎
え
る
Ｊ

Ｃ
ラ
イ
フ
を
楽
し
み
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　
改
め
ま
し
て
、8
名
の
新
入
会
員
の
皆
さ
ん
、ご
入
会
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、会
員
の
皆
様
、本
年
度
の
拡
大
活
動
に
多
大
な

る
ご
支
援・ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
記
事
：
拡
大
研
修
委
員
会 

委
員
長
　
日
暮 

泰
広
）
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11
月
14
日
、
ベ
イ
タ
ウ
ン
尾
道

に
て
会
員
資
質
向
上
事
業
「
最
強

チ
ー
ム
の
作
り
方
」
〜
塔
を
た

て
、
チ
ー
ム
を
作
る
〜
を
開
催

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
H
I
T 

- 

L
A
B
　
横
山
三
樹
生
氏
を
講
師

に
お
迎
え
し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
求
め
ら
れ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

に
つ
い
て
の
講
演
、
ま
た

チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の

実
演
と
し
て
、
マ
シ
ュ
マ

ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゲ
ー
ム
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
4
人
１
組
と
な

り
、
パ
ス
タ
と
紙

テ
ー
プ
、
マ
シ
ュ
マ

ロ
な
ど
を
用
い
て
塔

を
建
て
、
そ
の
高
さ

を
競
い
ま
し
た
。
そ

の
過
程
で
各
人
が
い

か
に
「
高
い
塔
を
建
て
る
」
と
い
う
目
的
に
、

メ
ン
バ
ー
と
し
て
貢
献
で

き
た
か
を
検
証
し
ま
し

た
。
闊
達
な
意
見
交
換
と

議
論
の
中
、
会
が
進
む
に

つ
れ
て
、
席
を
立
ち
、
目

を
輝
か
せ
、
作
品
を
作
り

上
げ
る
光
景
が
多
数
み
ら

れ
、
大
き
な
歓
声
が
上
が

る
な
ど
、
本
当
に
チ
ー
ム

と
し
て
一
つ
に
ま
と
ま
っ

て
い
く
姿
が
印
象
的
で
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

資
質
向
上
に
結
び
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
ま

し
た
。
最
後
に
、
1
0
0

名
近
い
参
加
者
を
迎
え
、

大
変
盛
況
な
研
修
会
と
な

り
ま
し
た
こ
と
は
、
皆
様

の
当
事
業
へ
の
惜
し
み
な

い
ご
協
力
と
ご
理
解
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
、
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
記
事
：
会
員
資
質
向
上
委
員
会 

委
員
長
　
森
川 

陵
）

　12月3日、グリーンヒルホテル尾道にてクリスマス会「こころおどるクリスマ
ス」を開催いたしました。
　オープニング動画では、尾道青年会議所の1年間の活動を家族みんなで振り
返りました。
　そして、今年の新入会員より、ブレーメンの音楽隊と青年会議所の活動を融
合させた素晴らしい演劇を披露し、会場を盛り上げていいただきました。
　また、尾道出身で、海外でも活躍されているマジシャンハラキリーニ氏による
子供たちも参加できるマジックでさらに会場を盛り上げていただきました。
　会場の外ではCHIPS（チップス）さんにご協力いただき、オリジナルのしめ飾
りを親子で作っていただきました。
　待ちに待ったプレゼント配りでも、本場フィンランドよりサンタクロースとトナ
カイをお呼びし、お子様にも大変喜んでいただきました。
　最後にクリスマス会の盛り上がりを皆様と体感し、今回のテーマでもある、こ
ころおどる時間をご家族皆様でお過ごしいただけたと実感しました。
　ご出席いただきました皆様、そして大変盛り上げてくれた新入会員のメン
バーをはじめ、ご協力いただいた多くの皆様、本当にありがとうございました。

（記事 ： 60周年実行特別委員会 委員　中島 裕一朗）

会
員
資
質
向
上
事
業

〜
塔
を
た
て
、
チ
ー
ム
を
作
る
〜

「
最
強
チ
ー
ム
の
作
り
方
」

「
最
強
チ
ー
ム
の
作
り
方
」



　
12
月
4
日
（
月
）
、
西
山
別
館
に

て
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
尾
道
青
年
会
議
所
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
会
長
　
安
保
雅
文
先
輩
よ
り
今
年

1
年
の
運
動
に
対
す
る
労
い
と
と
も
に
、
安
本

理
事
長
予
定
者
率
い
る
次
年
度
に
向
け
て
心
強

い
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
10
名
の
卒
業
生
が

紹
介
さ
れ
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
に
向
け

て
お
祝
い
を
す
る
と
と
も
に
、
現
役
会
員
と
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
皆
様
と
の
交
流
を
す
る
会
と
な

り
ま
し
た
。
ご
多
忙
な
中
貴
重
な
お
時
間
を
頂

戴
し
、
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会

員
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
記
事
：
政
成 

啓
行
）

　
11
月
26
日
（
日
）
福
山
市
の
平
成
大
学
に
て
J
C

サ
ッ
カ
ー
界
の
リ
ー
ガ
エ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
、
ロ
ー
ズ

カ
ッ
プ
2
0
1
7
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
肌
寒
い
天
気
の
中
、
福
山
J
C
、
倉
敷

J
C
、
尾
道
J
C
の
３
チ
ー
ム
が
総
当
た
り
戦
で
優
勝

を
争
い
ま
し
た
。

　
試
合
は
最
終
節
を
残
し
、
勝
っ
た
ほ
う
が
優
勝
と
い

う
天
王
山
で
劇
的
勝
利
を
収
め
た
尾
道
J
C
が
見
事
大

会
４
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
!!!
な
お
、
最
も
輝
い
た
選

手
で
あ
る
バ
ロ
ン
ド
ー
ル
に
選
ば
れ
た
の
は
劇

的
な
決
勝
ゴ
ー
ル
を
挙
げ
た
山
根
先
輩
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
尾
道
J
C
は
も
ち
ろ

ん
、
他
L
O
M
メ
ン
バ
ー
と
の
親
睦
を
深
め
る

事
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
ま
し
た
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
、
本
当

に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
　
　
　 

（
記
事
：
横
山 

大
二
郎
）

　
11
月
23
日
、
尾
道
う
ず
し
お
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
、
尾
道
青
年
会
議
所
　

秋
期
ゴ
ル
フ
大
会
（
追
い
出
し
コ
ン
ペ
）

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
天
気
の
下
で
し
た
が
、
Ｏ

Ｂ
・
特
別
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
和
気
藹
々
と
ラ

ウ
ン
ド
さ
せ
て
頂
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
卒
業
予
定
者
の
皆
様
の
ご
厚
志

が
景
品
と
し
て
、
ラ
ン
ダ
ム
に

決
め
ら
れ
た
順
位
の
メ
ン
バ
ー

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
ベ
ス
グ
ロ
賞
を
獲
得
さ
れ
た
の
は
村
上
弘
一
先
輩
、
優
勝

の
栄
冠
に
輝
い
た
の
は
岡
本
正
也
君
で
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

（
記
事
：
政
成 

啓
行
）

　
11
月
21
日
、
因
島
の
地
に

て
し
ま
な
み
３
J
C
新
旧
合

同
引
継
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
今
治
青
年
会
議
所
・
因
島

青
年
会
議
所
・
尾
道
青
年
会
議
所
の
３
L
O
M

で
構
成
さ
れ
る
し
ま
な
み
３
J
C
そ
れ
ぞ
れ
の

今
年
度
理
事
長
挨
拶
・
専
務
理
事
に
よ
る
活
動

報
告
・
次
年
度
理
事
長
挨
拶
そ
し
て
各
L
O
M

か
ら
の
参
加
者
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
尾
道
青
年
会
議
所
か
ら
は
本
次
年
度
正
副
事

務
局
・
し
ま
な
み
３
J
C
事
業
担
当
の
新
旧
委
員
長
お
よ
び
メ
ン
バ
ー

15
名
あ
ま
り
で
参
加
し
て
参
り
ま
し
た
。

　
３
L
O
M
合
同
で
の
事
業
を
通
じ
て
の
交
流
が
来

年
も
盛
ん
で
あ
る
よ
う
に
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
懇

親
を
深
め
た
1
日
だ
と
感
じ
ま
し
た
。（

記
事
：
政
成 

啓
行
）

新旧合同
引継会

ƢǉƵǊ�-&

秋
期ゴル

フ
大
会



　早いものでもう12月も半ばとなりました。今年度最後のＪＣライフを編集しながら、
　時の流れを実感しています。この１年間、皆様の事業や様々な行事を取材させて頂き、皆様の強いこころを内外に伝えることが出来た、
そんな充実した１年間だったように感じます。
　このＪＣライフが配られるのは１２月の卒業例会です。当日は卒業生の皆様を盛大に送り出しましょう！今年度最後の事業です。皆様宜し
くお願い致します！！
　１年間、ＪＣライフご愛読誠にありがとうございました。   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（記事：政成 啓行）

編
集
後
記

　先日最後の理事会を終え、ホッとすると共に委員長に就
任してからの、長いようであっという間の一年が走馬灯の
ように駆け巡りました。
 大きな事業を成し遂げるために幾重の協議があり、その
背景に見えない人の力がたくさんある事を身をもって学
ばせて頂きました。

　企画をする度に多くの意見がぶつかり合い、このメンバーでやれるのかと不
安から始まった委員会でした。それでも、より良いものにする為に本気でぶつか
り続けた結果、何ものにも変えがたい強い絆が生まれました。一年を終え、今は
良き仲間に恵まれた喜び、心地良い達成感があります。
 至らぬ私を叱咤激励しながら支えて下さった理事長を始め諸先輩方、委員会メ
ンバーの皆さん、本当にありがとうございました。

地域の希望育成委員会
　当委員会は、リーダーとしての資質
向上を目的とし、６月例会では「コミュニ
ケーション」を、１１月事業では「チームビ
ルディング」に焦点をあて事業を進めさ
せて頂きました。

　それぞれの立場や環境によって左右されるリーダーとし
ての資質について、答えを出すというのは大変難しいもので
はありました。しかし、委員会メンバーに支えられ、そして、全
青年会議所メンバーのお力をお借りし、想いを形にできまし
たことを深く深く感謝しております。本当にありがとうござい
ました。

会員資質向上委員会

　今ある尾道の魅力の再発見、また新たなる魅力の創造
という理事長の想いのもと、１年４ヶ月、ひたすらに駆け抜
けて参りました。『４月例会』『夏期講習事業』『海と星空の
映画祭２０１７』、どれをとっても本当に思い出深いものば
かりとなりました。「尾道JCで誰もしたことのない大きな
ことをしたい」と志を持ち、思慮を重ねる中で、諸先輩方

の愛あふれる叱咤激励、同期メンバーの無償の声援、そして青年会議所メン
バーの多大なるご協力により、事業を実践することが出来ました。本当に感謝し
かありません、ありがとうございました。
　最後に委員会メンバーへ。
　なによりもこの委員会を愛してくれた委員会メンバーのみんな！あなたたち
は私の誇りです。みんなと過ごした１年４ヶ月、そして「わいらは家族じゃけ！」と
言ってくれた言葉、生涯忘れません。共にまちを想い、共に人を想い、そしてお
互いを想い合える、「共想」を体現してくれた最高の仲間だ！青春のような日々を
本当にありがとう！工藤を男にしてくれてありがとう！！
　みんな！！１２ヶ月連続例会１００％出席！！俺たちはやったぞ！！！やりきったぞ！！！！！

地域の魅力創造委員会
　地域特性を活かしたまちづくり委員会の宮
地です。
　この一年を振り返りますと尾道市内の多く
の団体様を通して、尾道という町を色々な角
度から見つめる事ができ、言葉では現わせな

い大事なものを勉強させて頂きました。
　一年間、常に悩みっぱなしでしたが今思えば、前半はやりたいことを
やり、後半はやらなければならないことをやりたいようにやらして頂い
たと感じています。安楽城副理事長、大西副委員長をはじめとする委
員会メンバーには色々と迷惑を掛けることも多かったと思いますがい
つもご理解とご協力をして頂き本当に助けてもらいました。この最高
の委員会メンバーがいたからこそ無事に終えることが出来ました。ま
た今後のJC活動に邁進して行きたいと思います。一年間本当にあり
がとうございました。

地域特性を活かしたまちづくり委員会

　１２＋８。私たち拡大研修委員
会は池田副理事長と吉原副委員
長をはじめ９名のフォロワーメン
バーでやってまいりました。拡大
研修という事業のもとで全員が
さまざまな事業を通して成長さ

せていただきました。８名と少数ながらも精鋭新入会
員にもご入会いただき、後半からは１２＋８。　　
　多くの研修を経て絆も深まり、思い出を共に作って
きたこの一年間は本当に楽しかったです。太田理事長
をはじめとする理事会メンバーの皆さま、会員の皆さ
ま一年間お世話になりました！「こころ」から、ありがと
うございました！

拡大研修委員会
　本年度はテーマ「伝える」のもと、例会総会の設営やＪＣライフ等
の発行といった通常の総務広報委員会としての事業に加え、新し
いホームページの構築を行わせて頂きました。
　我 Ｊ々ＡＹＣＥＥの運動を伝えるツールとして、現時点では最高の
ものになったと考えます。今後のニーズに合わせ、新ホームページ
が成長していくことを願って止みません。

　９月例会においては、茶道速水流の次期お家元をお招きし、こころの結び方について講演
頂きました。茶道に学ぶ良い所作を学んで頂き、今後の生活に活かして頂ければ幸いです。
　１年間を通じ、組織のインフラとして活動して参りました。委員会メンバーはもとより
皆様のご協力によって、「こころを伝える」働きが出来たのではないかと思います。
　委員長を再びさせて頂くチャンスを頂き、また今年度を通じてご協力・ご支援並びに
叱咤激励頂きました太田理事長を始めとするメンバーの皆様に深く感謝申し上げます。
　最後に、愛すべき総務広報委員会メンバーへ　１年間本当にありがとう！

森川 陵委員長委員長 川原 奨二

宮地 晃二郎委員長委員長 工藤 孝之

政成 啓行委員長委員長 日暮 泰広

総務広報委員会

　本年度、６０周年実行特別委員会の副実行委員長を務めました高橋建太です。
 今年１年間を振りかえると、記念式典をはじめ、ゆかた会、記念事業、クリスマス会と本当に多くの事業を通じて様々な経験をさ
せていただいたと思います。また、多くの皆様にご協力をいただき感謝することばかりだった１年だったように思います。
 特に、委員会メンバーには本当に助けられました。この委員会メンバーでなくては、どの事業も成し遂げられなかったと思いま
す。１年間、ありがとうございました！

60周年実行特別委員会

副実行委員長 高橋 建太

委 員 長 あ い さ つ委 員 長 あ い さ つ


